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　宮崎県派遣団として4月1日から断続して行っている宮城県山元町への職員派遣に、今回、本町総務課菊池秀樹、
林業振興課日高淳の2名が、第9班派遣団として支援活動を行いましたので、その内容等をご報告いたします。�

期　　　間：５月２２日～３０日（９日間）�

派　遣　先：宮城県亘理郡山元町 各避難所、支援物資搬出入倉庫�

構　　　成：１６人（県職員１２名、国富町職員２名、美郷町職員２名）�

内　　　容：避難所運営（日勤・夜勤）、支援物資管理（日勤）�

【山元町の概要】�
位　　　置：宮城県太平洋沿岸部最南端（福島県との県境）�

人　　　口：16,695人(２月末現在) 15,018人(５月末現在)�

世　帯　数：5,561戸(２月末現在)  5,104戸(５月末現在)�

特　　　徴：一次産業が盛ん（イチゴ、リンゴ、ホッキ貝など）�

【地震関連】（５月２３日現在）�

日　　　時：平成２３年３月１１日、１４時４６分ころ�

震　　　度：６強（M9.0）�
人 的 被 害：死　　　者　669人（既発見数）�
　　　　     行方不明者　71人（町外者除く。所在未確認者５人含む）�

家屋等被害：全　　　壊　約2,058棟（流出含む）�
　　　　　  半　　　壊　約   788棟（大規模半壊含む）�
　　　　　  一 部 半 壊　約　978棟�

避 難 者 数：一次避難所　町内６ヵ所　868人�
　　　　　  二次避難所　町外５ヵ所　157人�

【支援内容】�
　体育・文化センターにおいて、①支援物資搬入、②物資搬出、③保管場所物品
管理、④データ管理、⑤施設の管理を、宮崎県庁職員2名を含む4名体制で7：00～
19：00までの勤務を行いました。センターには山元町役場職員３名が配属されてい
たが、ほとんど役場業務で不在になりがちで宮崎県派遣団に業務が任せられてい
ました。その他人員体制としてホーチキ㈱（5名）、赤帽運送（3名）東北農政局（3名）、
一般ボランティア（4名）も加わりこの方々に指示を出しながら作業を行いました。�
　原則的に物資搬出については、個人対応は行なわず、行政区等からの要望にの
み対応し日用品・食料品・生理用品・毛布・タオル等を搬出しましたが、衣類につい
ては個人でも搬出することができました。�

【１日の流れ】�
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体育館内の支援物資（日用品・食料品）�

屋外テント内の支援物資（家電品・衣料品）�

体育館横仮設住宅（１４０棟）�

海岸近くの中浜小学校（２階上部まで浸水）�

学校内１階廊下（天井がめくれている）�

校舎側面（人が写っている付近まで浸水）�

津波に飲み込まれた車�

海岸近くの山下駅（駅舎もレールも流出）�

家屋被害（基礎のみが残る）�

家屋被害（奥の家１階はえぐり取られている）�

【派遣日記】�
５月２１日（土）�
　１１時に宮崎空港に集合。諸説明の後、１１時５５分離陸。羽田空港到着後は京急線にて品川駅へ。１５時、品川プリンスホテルイー
ストタワーにチェックイン。各自自由行動の後、１８時に顔合わせを兼ねての夕食（栄養）会へ参加。明日からのハードな業務に備えた。�

５月２２日（日）　�
　６時４５分ロビー集合。貸切バスにて宮城県へ出発。途中インターにて休憩・昼食
をとり、予定通り１３時に宿舎「老人憩の家」へ到着。荷物を置き次第、それぞれ引
継ぎ及び業務開始。�
　早速、区からの要望書があったことから搬出物資を準備。その後、赤帽に配達を
依頼。赤帽は、朝・昼・夕の３回、各避難所等を周り要望書を預かってきます。業務
初日のため、物資がどこにあるか、また、どのくらいあるかを見て回り、覚えることが
主であった。�
　なお、私たち第６班は他の班（１～５班）を各避難所へ送迎する役割もあったこと
から１８時３０分には宿舎を出発し、戻ってくるのは１９時３０分頃であった。�
　宿舎ではタタミ３２畳に夜勤５名を除く１１名が寝袋及び災害用毛布を使用し、寝
ることに。滞在期間中２２時には消灯した。�

５月２３日（月）　�
　５時３０分起床。６時２０分から北側（中央公民館、山下中学校、山下第一小学校）
へ送迎開始。往復約１時間。日勤組を降ろし、夜勤組を乗せて宿舎へ。その後、セ
ンターへ出勤。午前中については、支援物資の整理を主に行なった（被災後、次々
と支援物資が届いているが、整理が追いついてないため）。午後からは、行政区等
からの搬出要望があったことから、その対応を行う。また、被災された方が衣類を
取りに来られたが、震災の時期のためか冬服は大量にあったが、夏服がほとんどな
く、夏服の要望が今後増加していくと思えた。�

５月２４日（火）　�
　５時３０分起床。本日は６班の県庁職員が送迎担当のため、ゆっくりと。７時前にセ
ンターへ行き開錠。本日は搬入、搬出とも多い一日であった。搬入では、神奈川か
らからマグネシウム製折畳み自転車５０台、神戸から扇風機５０台、その他洗剤、衣
類など相当数の支援物資が届いた。搬出では各所から細 と々要望（品名が書いて
あったり）があり、在庫のあるものを搬出した。�
　ホーチキ（株）、ボランティアには衣類、靴の整理をしていただいた。それぞれ種類、
サイズ毎に区分けをしてもらう作業となった。その中で、夏服（男女）、女性用ズボン・
靴、作業服、帽子などが不足していることがわかった。�

５月２５日（水）　�
　５時３０分起床。６時３０分から南側（坂元中学校、坂元支所）へ送迎開始。往復約
３０分。本日は、様々な物品の整理を行なった。分類別（薬類、洗剤類、食品類など）
にわかれているものの、バラバラに置いてあり整理がなされてない箇所があったこ
とから、搬出しやすいように整理した。その中で、賞味期限切れの食品、飲料など
が多数見つかった。要望に偏りがあるため、不足しているものは不足しているが、
あるものは大量にある。どうにかしてハケたらよいが、なかなか難しい。一般に広く
取りにきてもらう方法をとると、来れる人はいいが、来れない人も出てくる。大量の
人が押し寄せてくるため、混雑し、把握できずに混乱の可能性もある。このことから
平等差が出てくるため、現在は見送っているという。ボランティアの方（被災者もいる）
も大量の物資を前に疑問を抱いていた。�
　夕方には山下第一小学校で炊き出しの余りがあるということで夜勤組を乗せて
いただきに。焼肉とおにぎりであった。久々の肉だったため、嬉しかった。�

５月２６日（木）　�
　４時３０分起床。６班については、日中、業務地から離れられないため、朝のうちに
被害の大きかった沿岸部を車で見て周ることに。高さ18ｍ程の津波が押し寄せて
きた坂元駅（駅舎・線路崩壊）、中浜小学校（校舎２階上部まで浸水）、周辺民家（基
礎のみ）を見たが想像以上であった。震災から２ヶ月以上たっており、瓦礫などは当
初より片付いたみたいだが、被害の甚大さを感じた。�
　また、支援物資集積所であるセンターも地震の影響により、天井部鉄筋が折れ
て垂れ下がっている箇所が２箇所あったため、撤去のための足場組みが業者により
行なわれた。�
　ボランティアと一緒に衣類の整理、菓子類を賞味期限の早い順から整理した。�
�

�

家屋被害�
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被災後まだひかない海水（名取地区）�

一緒に働いた仲間（中２人が山元町職員）�

コンビニの跡形もなく･･･�

頑丈な家屋は壊れないものの浸水被害あり�

仮設住宅近くに来た移動販売車�
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神事�校長挨拶�

くす玉割り� 学園歌斉唱�

　１８時過ぎには被災された役場職員が衣類等を取り来た。日中は勤務のため、
この時間になったみたいだ。作業着等を探していたが、在庫も少なく、また、サ
イズが合わなかったため、仕事中に着る服に困っていた。�

５月２７日（金）　�
　５時４０分起床。南方向へ送迎後、業務開始。本日は朝から扇風機の搬入が
あり、また、神戸の支援団体から家電７点セット（テレビ、冷蔵庫、ポット、洗濯機、
コタツ、レンジ、炊飯ジャー）各３０組の搬入があった。こういった家電類は個人
に配布するには難しいため、今後検討するとのこと。�

５月２８日（土）　�
　今日は被災された役場職員の方から話を聞くことができた。�
　山本町の役場職員は１７０人。このうち５０人が被災して避難所からの通勤と
なっており、この職員の親族（親・子）だけでも28名が亡くなっているらしく、中
には多忙のため葬儀を済ませていない職員もいた。また、停電のため防災無線
が使えず広報車にて津波による避難指示等に当たっていた役場職員4名も波
に飲み込まれ殉職したという。�
　津波に対して背をむけて車両内にいた人、河川付近にいなかった人は壊滅
的地区の中であっても助かったと聞きました。�

５月２９日（日）　�
　４時３０分起床。２回目の現地視察に。前回は山元町の南部沿岸部だったこと
から今回は北部沿岸部及び隣接する亘理町沿岸部を車で。北部は南部に比
べ若干被害が少ないように思えた。もちろん津波により家屋倒壊はしているも
のの、全壊している割合が少ないように感じた。�
　送迎後、７時から業務開始。本日は、６月初めに避難者に対し、支援物資を
配布する準備を行った。これは、全国からの支援物資が届く中で、大量にある
もの（1,000以上）で、共通して必要なものを抽出し、1,000セット作成するもので
ある。よって、詳細な数の確認及び確保が必要なことからボランティア等に協
力してもらい作業に従事した。なお、その中身としては洗剤（洗濯、食器）、シャ
ンプー（髪、ボディ）、食料（レトルト、お菓子、保存食等）、ペーパー（トイレ、テ
ィッシュ）などであった。�

５月３０日（月）�
　５時0０分起床。台風の影響で大雨。山元町現地業務最終日。業務開始まで
の時間に身の回りの片付けを行い、７時から業務開始。１３時過ぎに第１０班が
到着し、それぞれ引継ぎ業務を済ませ、１５時３０分に帰りの帰路へ。バス内で
は疲労からかほとんどの団員が寝ていた。２１時過ぎに品川プリンスホテルへ
到着。�

５月３１日（火）�
　７時４０分ホテル発。京急線により羽田空港へ。１１時３０分に宮崎空港へ到
着後、解散した。�
　�
�

先月号「広報みさと6月号」での報告に引き続き、東日本大震災の義援金につきましてご紹介します。　�

【最後に】�

　震災から3ヶ月が経とうとしているがまだまだ復興のめどは立ってい
なく、町全体が今日を生きていくのに精一杯に思えた。被災後から休
みなく働き続ける役場職員も疲労度が増しており、我 と々同じ目的で
愛媛県や北海道、兵庫県等からの職員も派遣されているがまだまだ継
続した人的支援は必要に思えた。また本県職員はこれまで避難所運
営や支援物資の管理にかかる業務に携わってきたが、もし今後復旧・
復興に関する役場内の業務をサポートできれば、さらに山元町への支
援に貢献できるのではないかと考えます。�
　支援活動を通して山元町役場の方にたくさんの勇気をいただきまし
た。町民を守っていくその強い意志があれば必ず明るい未来は訪れ、
再生を果たすと確信しました。�
　一日も早い復興を宮崎・美郷町より願っております。�
�
�
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石
は
県
下
に
も

類
例
の
な
い
仏
石
で
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
伝
承
に
よ
れ
ば
、
こ
の

地
に
天
台
宗
玉
宝
山
真
福

寺
が
あ
っ
た
が
、
天
正
六

年(

一
五
七
八
年)

大
友
軍

日
向
進
攻
の
際
兵
火
に
罹

り
こ
の
堂
宇
だ
け
が
焼
け

残
り
ま
し
た
。�

　
真
福
寺
は
後
年
全
長

寺
に
合
併
さ
れ
た
が
薬
師

堂
は
全
長
寺
境
外
堂
宇
と

し
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。�

 ��

�

　
６
月
１２
日（
日
）

に
、
北
郷
区
中
原

を
対
象
に
土
砂

災
害
・
全
国
統
一

防
災
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。�

　
地
区
住
民
や

土
木
事
務
所
、
町

消
防
団
な
ど
２
０

７
名
の
方
が
訓
練

に
参
加
し
、
防
災

講
話
や
救
急
蘇

生
講
習
会
を
熱

心
に
受
講
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
、

台
風
等
の
シ
ー
ズ

ン
と
な
り
災
害
が

発
生
し
や
す
い
時

期
と
な
り
ま
す
の

で
、
日
頃
か
ら
避

難
場
所
や
経
路
、

非
常
用
持
出
品

の
確
認
を
行
っ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。�

�

　
去
る
６
月
１
日（
水
）、
西
郷
区
和
田
地
区
に
和
田
集
落

営
農
組
合（
組
合
長 

富
井
敏
郎
◆
組
合
員
数
51
名
）が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
地
区
内
に
存
在
し
て
い
た
沖

の
ソ
ネ
集
落
営
農
組
合
の
活
動
を
基
に
、
そ
の
活
動
を
継

承
し
つ
つ
、
和
田
地
区
全
域
で
営
農
活
動
に
取
り
組
む
こ

と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
、
水
稲
作
付
の
受
託
作
業（
田

植
え
、
協
同
防
除
等
）や
景
観
作
物（
菜
の
花
）の
作
付
、

畜
産
農
家
と
連
携
し
た
飼
料
作
物
の
作
付
等
、
営
農
組

合
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
を
実
施
し
ま
す
。�

　
こ
の
集
落
営
農
組
合
の
活
動
に
よ
り
、
和
田
地
区
全
域

の
発
展
と
組
合
員
の
皆
様
の
ご
活
躍
を
期
待
致
し
ま
す
。�

��

　
６
月
１
日
〜
３
日
に
か
け
て
、
ナ
タ
ネ
の
収
穫
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
１
・
２
月
の
低
温
の
影

響
で
生
育
が
遅
れ
、
昨
年
よ
り
１
週
間
遅
い
収
穫

と
な
り
ま
し
た
。
上
野
原
地
区
集
落
営
農
組
合（
組

合
員
82
名
　
組
合
長
　
宮
本
博
之
）で
は
、
３
年

前
か
ら
ナ
タ
ネ
の
試
験
栽
培
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

今
作
か
ら
遊
休
地
や
水
田
裏
作
を
利
用
し
本
格
的

な
栽
培
に
着
手
し
、
約
４
ｈａ
を
収
穫
し
ま
し
た
。
収

穫
さ
れ
た
ナ
タ
ネ
は
、
乾
燥
さ
せ
搾
油
を
行
い
、
ナ

タ
ネ
油
と
し
て
今
年
か
ら「
上
野
原
オ
イ
ル
」と
し

て
販
売
す
る
予
定
で
す
。�

 ��

　
５
月
19
日
（
木
）に
、

美
郷
町
梅
部
会
（
児
玉

直
近
会
長
、
10
戸
）に
よ

り
今
年
度
の
南
高
梅
収

量
調
査
が
南
郷
区
で
行

わ
れ
ま
し
た
。�

　
春
先
の
低
温
や
水
不

足
で
収
量
の
減
少
が
心

配
さ
れ
ま
し
た
が
、
生

育
に
や
や
遅
れ
が
見
ら

れ
る
程
度
で
大
き
な
影

響
は
な
く
、
平
年
並
み
の

収
量
を
見
込
め
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。�

　
部
会
で
は
、
例
年
収

穫
し
た
南
高
梅
を
加
工（
塩

漬
け
）し
て
出
荷
し
て
き

ま
し
た
が
、
昨
年
か
ら
は

ブ
ラ
ン
ド
化
と
生
産
拡

大
を
進
め
る
た
め
、
幅

広
い
用
途
で
販
路
拡
大

を
図
っ
て
い
ま
す
。
今
年

は
地
元
の
加
工
グ
ル
ー

プ
な
ど
と
連
携
し
商
品

開
発
も
計
画
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。�

　
７
月
に
は
完
熟
梅
の
収
穫
が
行
わ
れ
ま
す
。
収
穫
さ
れ
た
梅

は
、
青
果
と
し
て
南
郷
区
の
直
売
所「
春
夏
秋
冬
い
っ
つ
も
や
」

（
1
59 - 

１
０
０
９
）で
購
入
も
可
能
で
す
。�

　
梅
に
含
ま
れ
る
ク
エ
ン
酸
や
リ
ン
ゴ
酸
は
疲
労
回
復
に
効
果

が
あ
り
、
夏
バ
テ
防
止
に
も
有
効
で
す
。
み
な
さ
ん
梅
を
食
べ
て

夏
の
暑
さ
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
！�

　
南
極
観
測
船「
し
ら
せ
」乗
組

員
の
川
辺
成
久
さ
ん（
ご
実
家

は
西
郷
区
和
田
）の
ご
好
意
に

よ
り
、
な
ん
と「
南
極
の
氷
」が

西
郷
中
学
校
と
田
代
小
学
校
に

と
ど
け
ら
れ
ま
し
た
。�

　
触
っ
た
り
、
解
け
る
時
の
音

を
聞
い
た
り
、
ル
ー
ペ
で
覗
い
た

り
と
大
興
奮
！
貴
重
な
経
験
と

な
り
ま
し
た
。�

�

　
去
る
５
月
27
日
に
、
宮

崎
市
・
宮
崎
観
光
ホ
テ
ル

に
お
い
て
、
宮
崎
県
商
工

会
連
合
会「
第
50
回
通
常

総
会
・
式
典
」が
県
下
商

工
会
会
長
等
の
出
席
の
も

と
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
そ
の
な
か
で「
商
工
会

運
営
等
に
係
る
功
労
者

等
表
彰
」と
し
て
、
商
工

会
の
運
営
等
に
功
績
が
あ

っ
た
団
体
・
個
人
へ
の
表
彰

が
執
り
行
わ
れ
、「
宮
崎

県
知
事
表
彰
の
部
」に
お

い
て
、
北
郷
商
工
会（
岡
田
憲
幸
会
長
）が「
優
良
商
工
会
」と
し
て

県
内
で
唯
一
受
賞
し
、
河
野
俊
嗣
県
知
事
か
ら
出
席
し
た
岡
田
会

長
に
対
し
て
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
表
彰
は
、
優
れ
た
組
織
運
営
で
商
工
会
の
発
展
と
地
域
商

工
業
の
振
興
に
貢
献
し
た
功
績
を
讃
え
る
も
の
で
す
。�

　
岡
田
会
長
は
、「
歴
代
の
役
員
や
会
員
の
尽
力
と
、
行
政
機
関
等

の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
の
受
賞
で
あ
り
、こ
れ
を
励
み
と
し
て
今
後
も

会
員
や
地
域
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
宮
崎
県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰
役
員
功
労
者
と
し
て
次

の
方
々
も
表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。�

�

　【
役
員
功
労
者
】　�

　
・
西
郷
商
工
会
　
　
　
　
会
　
長   

西
田
新
生
　
様�

　
・
西
郷
商
工
会
　
　
　
　
副
会
長
　
富
井
審
示
　
様�

　
・
西
郷
商
工
会
青
年
部
　
部
　
長
　
三
股
哲
也
　
様�

　
・
西
郷
商
工
会
青
年
部
　
監
　
事
　
矢
口
　
正
　
様�

�
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長
野
薬
師
の
本
尊
は
高

さ
一
・
七
五
メ
ー
ト
ル
、
周

囲(

五
面)

四
・
九
メ
ー
ト
ル
、

凝
灰
石
の
巨
石
で
正
面
に

薬
師
如
来
、
右
側
が
毘
沙

門
天
、
左
側
が
観
世
音
菩

薩
、
背
面
に
阿
弥
陀
如
来

が
線
刻
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
仏
石
は
県
下
に
も

類
例
の
な
い
仏
石
で
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
伝
承
に
よ
れ
ば
、
こ
の

地
に
天
台
宗
玉
宝
山
真
福

寺
が
あ
っ
た
が
、
天
正
六

年(

一
五
七
八
年)

大
友
軍

日
向
進
攻
の
際
兵
火
に
罹

り
こ
の
堂
宇
だ
け
が
焼
け

残
り
ま
し
た
。�

　
真
福
寺
は
後
年
全
長

寺
に
合
併
さ
れ
た
が
薬
師

堂
は
全
長
寺
境
外
堂
宇
と

し
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。�

 ��

�
　
７
チ
ー
ム
参
加
の
も
と
、
春
季
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
大
会
が
５
月
９
日
か
ら
18
日

に
か
け
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
１
回
戦
の
若
宮
カ
グ
ラ
ー
ズ
VS
レ
ッ

ド
ソ
ッ
ク
ス
で
は
判
定
戦
で
も
決
着
が
つ

か
ず
、
規
定
に
よ
り
、
大
会
初
の「
総
あ

た
り
じ
ゃ
ん
け
ん
」で
の
決
着
で
若
宮
が

勝
利
し
ま
し
た
。�

　
決
勝
戦
は
準
決
勝
を
い
ず
れ
も
コ
ー

ル
ド
勝
ち
で
制
し
、
勢
い
に
乗
る
和
田
マ

リ
ナ
ー
ズ
と
峰
ギ
ン
ザ
ー
ズ
の
戦
い
と

な
り
ま
し
た
。
攻
守
に
安
定
し
た
力
を

発
揮
し
た
和
田
が
大
会
を
制
し
ま
し
た
。�

�

　
６
月
２
日（
木
）の
午
後
７
時
か
ら
西
郷
ニ
ュ

ー
ホ
ー
プ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、「
エ
プ
ロ
ン
お

じ
さ
ん
」こ
と
別
院
清
さ
ん
に
よ
る
お
は
な
し

会
と
講
演
会（
絵
本
サ
ー
ク
ル「
ス
マ
イ
ル
虹
」

主
催
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
に
は
、
絵
本
や
会

話
を
交
え
な
が
ら
、
本
の
魅
力
と
楽
し
い
ひ
と

と
き
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
講
演
会
で
は
現
代
の
子
ど
も
の
活
字

離
れ
の
問
題
に
触
れ
、
子
ど
も
に
必
要
な
聞
く

力
の
つ
け
方
な
ど
を
、
数
字
を
用
い
て
分
か
り

や
す
く
話
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。�

　
今
回
の
講
演
で
は
、「
心
の
栄
養
と
な
る
本

を
た
く
さ
ん
読
む
こ
と
。
」な
ど
、
多
く
の
こ
と

を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。�

�

　今年の４月からALT（外国語指導助手）として任用された２人をご紹介します。２人は町内の小中学校、幼稚園をまわって英会
話科の指導を行っています。では、二人にインタビューをしてみましょう。�
�

〈お名前は?〉�
クレイグ　ゴードン　ケル　です。よろしくお願いします！�
〈なんてお呼びしたらいいですか?〉�
Mrゴードン、ゴードン先生、ただ単にゴードンでも結構です。�
〈どこの学校で教えているのですか?〉�
田代小、北郷小、黒木小で教えています。あと田代幼稚園と北郷幼稚園です。�
〈出身は?〉�
アメリカのジョージア州です。缶コーヒーのジョージアとか、アトランタオリンピックが
あった所で有名です。�
〈失礼ですがお歳は?〉�
３４歳です。誕生日は７月２５日です。独身です。�
〈趣味や特技は?〉�
スポーツ全般ですね。サーフィン、スノーボード、ゴルフ、ラグビーなどが好きです。基本的にアウトドア派ですね。あと、特技
と言ったら日本語の他にスペイン語も話せます。�
〈お住まいは?〉�
日向市の伊勢ヶ浜のすぐ近くに住んでいます。浜まで歩いて１分のとこ
ろですので、空いた時間があるとすぐサーフィンに行っています。�
〈美郷町の感想は?〉�
自然がとってもきれいで感動しています。なにより子供たちがとっても
純粋でいい子たちばかりです。とても最高です！！�
〈みなさんに一言お願いします。〉�
今後はいろいろな町内のイベントにも参加しようと思っています。町内
で見かけたら気軽に声をかけて下さい。お酒もカラオケも大好きです。
よろしくお願いいたします。�
�

　住宅火災による被害を少なくするため、消防法、美郷町火災予防条例の改正が行われ、一般住宅に対して住宅用
火災警報器(住警器)の設置が義務化されました。本町では平成２３年６月から皆様の住宅にも住警器の設置が必要です。�
◎ 設置が必要な場所　「寝室」、「階段」�
◎ 購入できる場所　防災機器の取扱店、電器店、家電量販店、ホームセンターなど�
◎ 価格　一般的なタイプで3千円から1万円程度�
　火災発生をすばやく察知し、いち早く避難する事ができれば、命が助かる可能性は�
　高くなります。�
　火災から生命を守るため、早期に住警器を設置しましょう。�
※ 全国で悪質な住警器訪問販売の事案も発生していますので十分ご注意ください。�

詳しくは、美郷町役場総務課にお尋ねください。�
●問合せ先　総務課　総合調整危機管理担当10982(66)3601�
�

〈お名前は?〉�
アドキンス　ウィリアム　クリストファー　といいます。クリスと呼んで下さい！�
〈どこの学校で教えているのですか?〉�
美郷南学園、西郷中、北郷中で教えています。�
〈出身は?〉�
アメリカのテネシー州です。テネシーワルツとかテネシーウィスキーのジャックダニエ
ルなどで有名です。私は全くお酒は飲めないのですけどね・・・。�
〈失礼ですがお歳は?〉�
３４歳です。�
〈ご家族は?〉�
日本人の奥さんがいます。南郷区に縁のある方なんですよ。あと３歳の息子がいます。
名前は「海（かい）」くんです。３人で日向市に住んでいます。�
〈趣味や特技は?〉�
スポーツ全般、特にサーフィンは大好きです。今はスケートボードで肩
と足を怪我していて全く行けないのですが、治ったらまたサーフィンを
楽しみたいです。あと音楽大好きです。カラオケ最高です！！�
〈美郷町の感想は?〉�
美郷町にはちょくちょく遊びに来ていました。前から大好きでした。その
美郷町で働けるなんて最高です。子供たちはとっても純粋でいい子た
ちばかりだし、地元の人達もとてもやさしいです。�
〈みなさんに一言お願いします。〉�
私はお祭り大好きです。御田祭や地蔵祭り、師走祭りなど何回も来て
います。もちろん今年も行きますので、見かけたら気軽に声をかけて下
さい。よろしくお願いいたします。�
�
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�

20歳（平成２年4月2日～平成３年4月1日生まれの方）�
25歳（昭和60年4月2日～昭和61年4月｡日生まれの方）�
30歳（昭和55年4月2日～昭和56年4月1日生まれの方）�
35歳（昭和50年4月2日～昭和51年4月１日生まれの方）�
�
�

「広げよう噛むから始まる健康づくり」�

�

�

かんたん、かわいい
お菓子のレシピ本！

“冷たいスイーツ”
で夏を涼しくおいし
く過ごしましょう。�

息子を事故で失
った科学者が望
んだのは、クロー
ンによるわが子
の“復活”…生命
倫理と家族の絆
をめぐる大作！�

※利用したい図書等のご要望がございましたら、お近くの図書館（室）にお気軽にご連絡下さい。参考にさせて頂きます。�
�

　夏の南郷路388号を熱く走り抜ける『百済の里．山
霧ロードラン』が今年も開催されます。競技終了後に
は南郷温泉『山霧』に入浴して頂き、その後、交流
会も予定されております。�
　多数の参加をお待ちしております。�

●開催日時：平成２３年７月１０日(日)【雨天決行】�
　　　　　  受　　付　AM　８：００～�
　　　　　 スタート　 AM１０：００�
●種　　目：男女５ｋｍ�

●参 加 料：１,０００円（保険料、温泉入浴料含む）�

●申込締切：平成２３年７月４日(月)�

●お問合せ先：山霧ロードラン大会事務局 田村　
　159 - 1605�
�
�
�
�

　
今
年
も「
う
な
ま
地
蔵
夏
祭
り
」と
、「
エ
イ

サ
ー
交
琉
祭
み
さ
と
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。�

　
口
蹄
疫
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
新
燃
岳
の

噴
火
、
東
日
本
大
震
災
な
ど
暗
い
影
を
落
と

し
た
日
本
に
、「
元
気
と
希
望
を
与
え
ら
れ

る
よ
う
な
祭
り
に
し
た
い
」と
い
う
願
い
か
ら
、

今
年
の
テ
ー
マ
を『
希
望
』と
銘
打
っ
て
盛
大

に
開
催
し
ま
す
。�

　
夏
の
夜
の
楽
し
い
ひ
と
時
を
、
ぜ
ひ
ご
家

族
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。�

�

エイサー総踊り�

�

エイサー総踊り�

�

魚のつかみ取り大会�

�

日出克ライブ�

２４�２４�２４�

　
日
向
市
塩
見
地
区
に

伝
わ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
伝
統

芸
能「
日
向
ひ
ょ
っ
と
こ

踊
り
」。�

　
ひ
ょ
う
き
ん
な
お
面
を

着
け
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
か
つ

コ
ミ
カ
ル
に
体
を
く
ね
ら

せ
な
が
ら
踊
る
姿
は
、
観

客
の
笑
い
を
誘
い
ま
す
。�

　
今
年
は
、
２
年
ぶ
り
に

日
向
市
駅
前
交
流
広
場

を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て「
第

28
回
日
向
ひ
ょ
っ
と
こ
夏

祭
り
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。�

１,
５
０
０
人
を
越
え
る

踊
り
手
と
６
万
人
を
越

え
る
多
く
の
観
客
が
全
国
各
地
か
ら
集
ま
り
、
日
向
の
ま
ち
が
ひ

ょ
っ
と
こ
一
色
に
染
ま
る
、こ
の
夏
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。�

�

　
◆
日
時
　�

　
　
前
夜
祭
８
月
５
日（
金
）午
後
６
時
〜�

　
　
本
祭
り（
踊
り
パ
レ
ー
ド
）８
月
６
日（
土
）午
後
６
時
〜�

　  

※
小
雨
決
行（
荒
天
時
中
止
）�

　
◆
場
所�

　
　
日
向
市
駅
前
交
流
広
場
及
び
中
心
市
街
地�

　
◆
問
い
合
わ
せ�

　
　
　（
社
）日
向
市
観
光
協
会�
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�

　
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
義
務
者
は

原
則
世
帯
主
で
す
。�

　
世
帯
主
が
他
の
保
険（
社
会
保
険
、後

期
高
齢
者
保
険
等
）で
も
、世
帯
の
中
に

国
民
健
康
保
険
加
入
者
が
い
る
と
、世
帯

主
に
国
民
健
康
保
険
税
が
か
か
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
世
帯
を【
擬
制（
ぎ
せ
い
）

世
帯
】と
い
い
、
そ
の
世
帯
主
を【
擬
制
世

帯
主
】と
い
い
ま
す
。�

������

　
美
郷
町
は
平
成
20
年
10
月
よ
り
、
年

金
か
ら
国
民
健
康
保
険
税
の
特
別
徴
収

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。�

　
特
別
徴
収
の
該
当
者
は【
国
民
健
康
保

険
の
世
帯
員
全
員
が
65
歳
以
上
75
歳
未
満
】

で【
年
金
を
18
万
円
以
上
受
給
】し【
前
年

に
多
額
の
年
金
以
外
の
所
得
が
な
い
世
帯
】

で【
世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
】で【
世
帯
主
の
介
護
保
険
料
が
特
別

徴
収
の
方
】と
な
り
ま
す
。�

※
世
帯
主
の
年
金
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ

ま
す
。�

����

（
参
考
）�

・
特
別
徴
収
と
は
？�

　【
年
金
か
ら
国
民
健
康
保
険
税
を
天
引
き
す
る

　
こ
と
で
す
。
】�

・
普
通
徴
収
と
は
？�

　【
納
付
書
又
は
口
座
振
替
で
納
付
を
行
う
こ
と
で

　
す
。（
特
別
徴
収
以
外
の
納
付
方
法
）】�

�

○対象者は？�
　　離職の翌日から翌年度末までの期間において�
　①雇用保険の特定受給資格者（例、倒産・解雇などによる離職）②雇用保険の特定理由離職者（例、雇い止めなど
　による離職）として失業等給付を受ける方です。�
　（注）　自己都合による離職は該当となりません。�

○軽減額は？�
　　国民健康保険税は、前年の所得などにより算定されます。軽減は、前年の給与所得のその30／100とみなして行
　います。�

○軽減期間は？�
　　離職の翌日から翌年度末までの期間です。�
　※雇用保険の失業等給付を受ける期間とは異なります。�
　※国民健康保険に加入中は、途中で就職しても引き続き対象となりますが、会社の健康保険に加入するなど国民
　　健康保険を脱退すると終了します。�

◇軽減を受けるには申請が必要です。�
　申請、国民健康保険税の軽減の内容については役場財務課国民健康保険税担当までお問い合わせ
下さい。�
�

平成23年7月（12）�平成23年7月（13）�



平成23年7月（14）�平成23年7月（15）�

�

20歳（平成２年4月2日～平成３年4月1日生まれの方）�
25歳（昭和60年4月2日～昭和61年4月｡日生まれの方）�
30歳（昭和55年4月2日～昭和56年4月1日生まれの方）�
35歳（昭和50年4月2日～昭和51年4月１日生まれの方）�
�
�

「広げよう噛むから始まる健康づくり」�

�

【１階内部】� 【出入口はバリアフリーに改装】�

　
稼
動
を
休
止
し
て
お
り
ま
し
た
南
郷
茶
屋
が
新
し
く
多
目
的
集
会
施
設
と
し
て
生
ま
れ

変
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
会
議
や
研
修
会
な
ど
の
各
種
集
会
の
開
催
が
可
能
と
な
っ
た

ほ
か
施
設
の
一
部
改
修
を
行
い
葬
祭
場
と
し
て
の
利
用
も
出
来
る
様
に
な
り
ま
し
た
。�

　
６
月
１
日
よ
り
運
用
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。
利
用
方
法
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
次
表
の

と
お
り
で
す
の
で
、
ご
利
用
を
希
望
す
る
場
合
は
南
郷
支
所
総
務
課（
1
59 -

１
６
０
１
）ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

�

�

小
野
葉
桜（
解
説
）�

　
葉
桜
は
、
明
治
12
年
宮
崎
県
美
郷
町
西
郷
区
で
生
ま
れ
で
、
若
山
牧
水
と
も
親
交
が
あ
り
、
天
分
の
才

を
生
か
す
こ
と
な
く
、
35
歳
の
若
さ
で
歌
人
と
し
て
の
生
命
を
閉
じ
る
。
そ
の
凄
絶
な
人
生
は
、「
薄
幸
の

歌
人
」と
呼
ば
れ
る
。
平
成
４
年
に
遺
稿
歌
集「
悲
し
き
矛
盾
」が
発
刊
さ
れ
た
。�

藤
田
世
津
子
賞�

　
葉
桜
同
様
、
当
町
の
出
身
で
癌
を
病
む
自
身
を
見
つ
め
な
が
ら
、
歌
集「
反
魂
草
」に
そ
の
思
い
を
直
に

訴
え
、
第
６
回
駿
河
梅
花
文
学
賞
を
受
賞
し
た
藤
田
世
津
子(

平
成
16
年
永
眠)

氏
の
生
涯
と
そ
の
作
品
を

顕
彰
す
る
こ
と
を
目
的
に
、「
藤
田
世
津
子
賞
」も
設
け
て
い
る
。(

葉
桜
短
歌
賞
応
募
作
品
の
中
か
ら
一
首

選
定)�

�

　行政に対し、日ごろ感じていること、ご意見などを、
次の用紙に記入してお寄せください。�
　なお、お寄せいただいたご提言は、個人情報を除
いたうえで町報などに掲載し、公表する場合がありま
すので、あらかじめご了承ください。�
�
�
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�

平成23年7月（16）�

�

平成23年7月（17）�

�

● 夏バテとは・・・�
　人の体は、高温・多湿な状態では体温を一定に保とうとして、かなりの負担がかか
ります。通常は負担に耐えることができますが、特に負担が強い場合や、長引いたり
すると体に溜まった熱を外に出すことが出来なくなってしまいます。この状態が続い
て様々な症状が現れるのが夏バテです。�

●夏バテを防ぐには�
　栄養バランスのとれた食生活など規則正しい生活を送ることが重要です。�

・ しっかりと食べる�
　夏は暑さで汗を沢山かきます。その汗によって多くのビタミンやミネラルが体から
失われますので、しっかり食べてスタミナ、ビタミン（特にビタミンＢ１：ビタミンＢ１は、うなぎや豚肉、レバー、納豆など
に多く含まれています。）や緑黄色野菜をたっぷり摂りましょう。�

・ 水分を補給する�
　汗として水分は失われていきますので、意識的に水分の補給に勤めましょう。ただし、冷えたものやまとめて摂る
のは、胃腸に負担をかけることになりますので、回数を分けて少しずつ摂るようにしましょう。特に温かいものは、身
体を温めてくれるので効果的です。�

・ 冷房の効きすぎに備える�
　暑い外から冷房が効いた室内への出入りは、体に負担をかけてしまいます。なるべく温度差を5度以下になるよう
に着るものや冷房を調整しましょう。�

・ しっかりと寝る�
　暑い日は眠りにくく寝不足になりがちです。規則正しい生活を送るためにも夜更かしは避けましょう。�
�

　サマージャンボ宝くじは、７月１１日（月）から２９日（金）
まで発売されます。�
　この宝くじの収益金は市町村の明るい街づくりや環境
対策、高齢化対策など地域住民の福祉向上のために使
われます。�
　抽せん日は、平成２３年８月９日（火）です。�
�



平成23年7月（18）�平成23年7月（19）�

�

20歳（平成２年4月2日～平成３年4月1日生まれの方）�
25歳（昭和60年4月2日～昭和61年4月｡日生まれの方）�
30歳（昭和55年4月2日～昭和56年4月1日生まれの方）�
35歳（昭和50年4月2日～昭和51年4月１日生まれの方）�
�
�

�

�

　これまでに引き続き、本町担当の行政相談委員に次の3名の方が委嘱されました。�
　行政相談委員は、法律に基づき、総務大臣から委嘱され、無報酬で国などが行なっている仕事に対する苦情や要
望・意見を住民から受け、問題解決の促進を図る住民と行政のパイプ役です。�
　相談は無料、相談内容などの秘密は堅く守られます。�
　毎月1回相談所を開設しておりますので、お気軽にご相談ください。�
�

　取引又は証明に使用されるはかりは、計量法の規定により２年に一度、定期検査を受けなければなりません。�
　この検査を下記の日程で行いますので、必ず検査を受けてください。検査を受けないと罰せられることがあります。�
　なお、公的検定等に合格して間もないはかりは、今回の定期検査を受ける必要はありません。（検定を受けた年月
の翌月の１日から起算して１年以内のもの）�
�
�

　美郷町国民健康保険被保険者証（国保保険証）は、７月３１日が有効期限となっており、８月１日からは新たな保険
証が必要となります。�
　以前は各地区を巡回し保険証の配布を行っておりましたが、保険証の未交付なども多くなってきていることから、
今回より、以下のとおり保険証を郵送することとなりました。�
　万が一、お手元に保険証が届かない場合や不明な点がございましたら、下記の問い合せ先までご連絡下さい。�
　ご理解とご協力を宜しくお願いいたします。�
�
【更新対象者】　美郷町国民健康保険加入者の方（74歳以下の方）�
【更 新 方 法】　役場より世帯主の方へ、世帯の国保加入者分の保険証が郵送されます。�
　　　　　　　（国保税滞納世帯の方を除く）�
【郵 送 時 期】　7月下旬�
【古い保険証の処理方法】�
　今お持ちの保険証は有効期限（平成23年7月31日）を過ぎた段階で、はさみ等で裁断していただくか、町民生
活課窓口まで返却下さい。�
【問い合せ先】　役場町民生活課　1６６ - ３６０４�
※ 今回の更新対象は74歳以下の国民健康保険加入者のみです。75歳以上の後期高齢者医療制度加入者の
方は更新の必要はありませんのでご承知下さい。�
�

　林業退職金共済制度とは、林業で働く人たちのために、「中小企業退職金共済法」によって国が作った制度です。�
この制度は、林業現場で働く従事者を被共済者として、その従事者に当機構が交付する共済手帳に従事者が働いた
日数に応じ共済証紙をはり、その従事者が林業界の中で働くことをやめたときに、当機構が直接従事者に退職金を支
払うという「林業界全体の退職金制度」です。�
従事者の雇用事業主が変わっても従事者の被共済者の立場は継続しますし、働いた日数は全部通算できるようにな
っています。�
林業退職金共済事業の被共済者であった者が、中小企業、建設業、清酒製造業の各退職金共済事業（以下「各事業等」
という。）の被共済者となった場合、又は、反対に各事業等の被共済者であったものが、林業退職金共済事業の被共
済者に移動した場合で、一定の条件を満たすときは、前の各事業等に納付された掛金総額及び掛金月数の範囲内で
掛金納付月数を通算することができます。�
�
【税法上の取扱い】�
　事業主が払い込む掛金は、法人では損金、個人で
は必要経費として全額非課税となります。�
　県・町からの掛け金の助成制度も有ります。�
�
【加入するには】�
　会社・森林組合等に雇用されている方は事業主に
相談して下さい。�
　いわゆる「一人親方」は労働災害保険も併せて加入
できますので林業振興課（166-6311）まで問い合わ
せして下さい。�
�



平成23年7月（20）�平成23年7月（21）�

　美郷町では、7月から「特定健診・特定保健指導」が始まります。各区での健診日程については、案内チラシ等をご覧
ください。�
　美郷町で行われる特定健診は、国保加入者が対象です。�
　会社などの健保組合や共済組合などの加入者とその被扶養者の方については、事業所や医療保険者から別途健
診の案内が届きます。万一、案内がない場合は、それぞれの事業所（または保険者）にお問い合わせください。�
�
�

私
た
ち
の
地
域
の
医
療
は
今
？�

�

午後２時～   �

小田 副院長   �
   �
東　院長   �
�

東　院長   �
   ��
�
片山 先生   �
   �
   �
小田 副院長   �
   �
   �
片山 先生   �
   �
   

午後３時～�

（町の責務） �
第３条　 町は、前条に定める基本理念（以下「基本理念」という。）に基づき、町民に対して良質
　　　　かつ適切な医療が効率的に提供される体制を確保するため、宮崎県医療計画（医療
　　　　法（昭和23年法律第205号）第30条の４の規定に基づき宮崎県が策定する医療計画を
　　　　いう。）を基本として、地域医療を守るための施策を推進する責務を有する。 �
　　　　２　前項に定めるもののほか、町は、町民の健康長寿を推進するための施策を総合的に
　　　　　   実施する責務を有する。 �

（町民の責務）�
第４条　町民は、基本理念に基づき、地域医療を守るため、次に掲げる責務を有する。�
　　　 (1) かかりつけ医（日常的な診療、健康管理等を行う身近な医師をいう。以下同じ。）を
　　　　　持 つよう努めること。 �
　　　 (2) 診療時間内にかかりつけ医を受診し、安易な夜間及び休日の受診を控えるよう努め
　　　　　ること。 �
　　　 (3) 医師、看護師その他の医療の担い手（以下「医師等医療の担い手」という。）が町民の
　　　　  命と健康を守る立場にあることを理解し、信頼と感謝の気持ちをもって受診すること。 �
　　　 ２　前項に定めるもののほか、町民は、自らの健康長寿を推進するため、特定健診等の
　　　　　各種検診及び健康診査を積極的に受診するとともに適切に二次健診を受け、食事・
　　　　　運動・喫煙などに留意し、日頃から自己の健康管理と良好な生活習慣に努めるもの
　　　　　とする。 �

（医療施設の責務）�
第５条　医療施設は、基本理念に基づき、良質かつ適切な医療を行うため、次に掲げる責務を
　　　   有する。 �
　　　 (1) 地域唯一の医療施設として患者に対して医療に関する適切な説明を行い、患者の
　　　　　立場を理解し、信頼関係の醸成により身近な医療の維持に努めること。 �
　　　  (2) 医療施設相互の機能の分担及び医療業務の連携を図るよう努めること。 �
　　　  (3) 医師等医療の担い手の確保に努めるとともに、良好な勤務環境の保持に努めること。 �
　　　  (4)  町が実施する検診、健康診査等に協力するよう努めること。�
�
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成
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に
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催
さ
れ
ま
し
た
第
２
回
の
定
例
議
会
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、
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日
に「
美
郷
町
の
地
域
医
療
を
守
る
条
例
」が
議
会
で
採
択
さ
れ
、
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行
さ
れ
ま
し
た
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今
回
の
条
例
は
、
県
内
で
は
延
岡
市
に
次
ぐ
も
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で
、
全
国
的
に
見
て
も
市
町
村
と
し
て
は
、
広
島
県
尾
道
市
に
次
ぐ

３
番
目
に
な
り
ま
す
。
　
　
　
　（
美
郷
町
地
域
包
括
医
療
局
調
べ
）�

　
今
回
の
条
例
は
、
昨
年
の
８
月
か
ら
12
月
ま
で
各
区
で
実
施
し
ま

し
た「
地
域
医
療
と
健
康
を
考
え
る
座
談
会
」な
ど
を
通
し
て
、
本

年
１
月
の
３
区
合
同
区
長
会
で
の
全
区
長
22
名
の
宣
言
書
へ
の
署
名

や
、
各
区
の
全
自
治
公
民
館
長
30
名
が
２
月
か
ら
４
月
末
に
か
け

て
、「
美
郷
町
の
地
域
医
療
を
守
る
た
め
の
実
践
行
動
へ
の
賛
同
」に

署
名
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
議
員
か
ら
の
発
議
に
よ
る
制
定
と
な

っ
た
も
の
で
す
。
内
容
は
、
宣
言
書
と
賛
同
書
に
沿
っ
て
、
町
と
町
民

そ
し
て
医
療
施
設
の
そ
れ
ぞ
れ
の
責
務（
役
割
り
）を
明
確
に
し
た
も

の
で
、
ま
さ
に
町
民
に
よ
る
宣
言
が
条
例
と
い
う
大
き
な
形
と
な
り

ま
し
た
。
�

　
こ
の
条
例
は
、
町
民
と
医
療
施
設
相
互
の
理
解
と
信
頼
関
係
の
醸

成
、
医
療
施
設
相
互
の
機
能
分
担
と
医
療
業
務
連
携
の
推
進
、
町
と

町
民
そ
し
て
医
療
施
設
相
互
の
協
働
に
よ
っ
て
地
域
医
療
を
守
る
と

と
も
に
、
医
療
と
保
健
及
び
福
祉
が
密
接
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

町
民
が
自
ら
の
健
康
は
自
ら
が
守
る
こ
と（
以
下「
健
康
長
寿
」と
い

う
。
）を
推
進
す
る
た
め
、
町
、
町
民
及
び
医
療
施
設
が
果
た
す
べ
き

責
務
、
施
策
等
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
町

民
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
確
保
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
誕
生
し
ま
た
。
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今
後
、
ま
す
ま
す
地
域
医
療
へ
の
支
援
と
信
頼
の
輪
を
強
め
て
い

き
、
健
診
や
運
動
、
喫
煙
な
ど
に
留
意
し
、
日
頃
か
ら
自
ら
の
健
康

と
良
好
な
生
活
習
慣
に
努
め
、
健
康
長
寿
を
推
進
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。
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平成23年7月（22）�平成23年7月（23）�

日　時：チラシを全戸配布しておりますので、そちらをご覧下さい。�
参加費：無料�
持参物：運動靴、タオル、水分補給の水など�
【問合わせ先】�
西郷健康管理センター　1６６ - ３６１０　北郷支所健康福祉課　1６２ - ６２０２　南郷総合保健センター　1６８ - ４０７０�
�

いつまでも皆さんが元気でいきいき過ごせるよう、5月から各区において、元気いっぱいな先
生をお招きして運動教室を開催します。お友達や仲間と楽しく運動して、筋力アップ！！　毎
回、皆さんの体調に合わせた運動が出来ますので、ぜひ参加してください。男性の方の参加
も、お待ちしております。�

介護予防・筋力アップ運動教室　壮快塾�
�

介護予防・筋力アップ運動教室　壮快塾�
�

介護予防・筋力アップ運動教室　壮快塾�
�

うちで1人じゃやらないけれど、、、みんなと一緒だと楽しい！！！�

○平成２２年度に美郷町では９８６人の方が大腸がん検診（便潜血検査）と１７５人の方が大腸内視鏡検査を受けました。�
○大腸内視鏡検査では上行結腸がん１名・大腸早期がん１名見つかりました。�
　又、便潜血検査の精密と大腸内視鏡検査で４０人の方にポリープが見つかりました。�
○４０歳になったら、毎年便潜血検査を受け、便潜血検査で異常がなければ３年毎に１回大腸内視鏡検査まで受けることがが
　んの早期発見につながります。�
○精密検査や治療未受診者の中には、がんなどの病気が潜んでいる可能性もありますので少しでも早めに病院を受診下さい。�
�

　美郷町内各区において、5月より筋力アップなど健康づくりのため運動教室『新・壮快塾』を開催しています。参加者より
「曲がっていたのが伸ばせてうれしい」「参加しておしゃべり出来て楽しい」とのうれしい声も聞かれます。まだまだ、途中
からの参加者も募集中です。気軽に参加してみませんか?�
　詳しい場所・日時を載せたチラシを各世帯に配付していますが、分からない場合は健康福祉課までお尋ねください。�
各区の教室の様子・・・�
�

　美郷町では認知症を正しく理解し予防を実践するため
に、いつまでも脳がはつらつし続けるために、昨年度に引
き続き今年度も認知症予防プログラムに取り組みます。
参加ご希望の方は、講演会終了後の「脳のはつらつ度テ
スト」を受けて下さい。また、必要な方は眼鏡をお持ち下
さい。　　　　　　　�
　なお、講演会のみの参加もできます。�

《平成22年度認知症プログラム参加者の声》�
・このプログラムに参加して友達ができた。�
・分からないところは教え合いながらするから、続けられる。�
・今まで使わなかった頭を使っている気がする。�
・おしゃべりも楽しい。　・家にいたら何もしない。�
�

　今年度も、美郷町住民で40歳から74歳までの方にＢ型肝炎・Ｃ型肝炎ウイルス検査を実施します。（まだ検査を受け
たことがない方が対象です。）特に、節目年齢（平成24年4月1日現在の年齢）であるみなさん（40・45・50・55・60・65・70
歳）の中で、まだ検査をしたことがない方はこの機会に、ぜひ受診してください。なお、検査料金は無料です。検査日
程については、特定健診と同時に実施します。加入保険に関わらず検査ができますので、お気軽にお越しください。�

（問合せ先）�
西郷健康管理センター 166 - 3610　南郷総合保健センター 168 - 4070　北郷支所健康福祉課 162 - 6202�
�
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